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このほど嬬恋郷土資料館の館長が交代しました。これまで館長を務めてこられ、資料館発展に尽力いた

だいた滝沢仲二さんが三月三十一付をもって定年退職。そして今回、四月一日付で新しく館長に就任した

のは、黒岩秀二さんです。これまで農林振興課参事で、農業委員会事務局長の要職を務め、かつて、それ

以前は資料館館長も歴任し、今回が二度目。以前、館長時代には、ボランティアガイド制度を構想し、そ

の養成講座の準備に着手するなど、資料館を運営していく上で経験も豊富。本年、資料館開設 30周年の佳

節を迎えるにあたって、黒岩新館長の再登板には、各方面から大きな期待が寄せられています。 
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平成 24年度嬬恋郷土資料館友の会(土屋澄孝会長)の総会が 3月 30日午後、同資料館で開かれま

した。ここでは、土屋会長のあいさつの後、24 年度の事業報告が行われ、4月のボラン

ティアガイド打ち合わせ会議を皮切り

に、田村喜七郎氏によるボランティアガ

イド養成講座「信州街道と沓掛街道につ

いて」、同じく宮川富士夫氏による「草   

軽電鉄の遺構を訪ねてみよう」のほか、

関俊明氏が講師を務める連続講座「もっ

と知りたい天明３年の話」、郷土資料館

恒例行事の一つ第 16回「お月見の会」、

秋の村外研修などの諸行事が報告され

ました。 

また、25年度の事業としては、資料館

が開設30周年の佳節を迎えることから、

「友の会教養講座」、村内・外研修会の

実施、史資料の収集活動など活発に推進

していく旨、話し合われました。さらに

記念事業については、今後、「記念事業実施委員会」を設けて検討していくこととなりました。 

 

嬬恋郷土資料館開設 30周年記念事業の第１回

実施委員会が 4月 27日の午後、同資料館で開か

れました。これには新任の黒岩秀二館長も出席。

同館長は就任のあいさつの後、資料館開設のいき

さつなどに触れ、30周年記念事業の計画案をみん

なでまとめあげ、積極的に取り組んで資料館大躍

進の１年にしていきたいとの決意を述べました。

このあと、実施委員会会長に選任された土屋澄孝

会長を中心に、①記念文集の刊行 ②記念講演会の開催 ③企画展の開催 ④村民教養講座の開

催 ⑤ビデオ（ＤＶＤ）「天明 3年浅間焼け」のリニューアル、等々について協議しあいました。 


